
【問題2】の続き　解答用紙B (茶色)

(2)以下の近似式を用いて2次摂動によるエネルギー変化El(S2)を求めよ｡

El(sO) - Ei(0)彩EI(sO)

∑J(oIH'Fi)f2 - ≡(oIH'Ii)(iIH'Fo) - (oIH･2JoH(oIH10)l2
i                  1

ここで､ Ei(0)は摂動がない場合の1S以外の励起状態iのエネルギー個有値､ H'は摂動

ハミルトニアン､ (OIは摂動がない場合の基底状態の波動関数plEP)､ (iIは摂動がない

場合の励起状態iの波動関数pl(0)であるo

(3) (1)､ (2)の結果からEIsを2次の摂動までの近似で求めよ｡

【問題3】　解答用紙C (緑色)

X方向に振動する質量m､角振動数Wの一次元調和振動子に､階段型の摂動ポテンシャル

H'(t) =eFx(0≦t≦tl､ eは素電荷､ Fは電場)を印加した場合､基底状態からエネルギー

差hwの励起状態に遷移する確率を以下の手順で求める｡ここで､摂動がない場合の基底状

態､励起状態の座標のみに依存する波動関数甲.(X),甲1(X)はそれぞれ､

甲o(f) =

α

訂7亨exP (一言), pl(f) -

α

2TTl/2
2弓･exp(一言)･α-厚,ち-αX

とする｡なお､必要ならば

l_mJ2 exp(｣X-示X -要

の関係式を用いてよい｡

( 1)基底状態と励起状態の間の遷移行列要素〃′1｡(弓を求めよ(積分計算を行うこと)0

(2)時間に依存する展開係数をべき展開した時の1次の係数cl(1)(t)%求めよ｡

(積分計算を行うこと)

(3 )基底状態からエネルギー差huの励起状態への遷移確率を求めよ

(三角関数を用いて表すこと)｡

※答案用紙を提出する際､下表に記入の上､この問題用紙も合わせて提出すること｡
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